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２．研究開発の目的 

バイオ産業において、動物細胞を用いて生産される蛋白質やウイルスへの需要は増すばかりであ

り、より効率的な生産方法の開発が常に求められている状態にある。一方、申請者らの開発した人工

転写因子は、強力な遺伝子発現誘導能を持つだけでなく、精緻な転写制御を可能にする特性を持つ。

そこで申請者は、この人工転写因子を用いることにより、動物細胞に蛋白質やウイルスをより多く生産

させることに加え、これらの産生制御系を実現し、収量だけではなく品質をも向上させることができると

考えた。また、本研究では人工転写因子を用いた生産系を個々の細分化されたニーズに合わせて複

数開発し、その成果を産業応用に繋げることを目的とする。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本プロジェクトでは、申請者らが開発した人工転写因子を用いて抗体を生産する方法の有効性とア

デノ随伴ウイルスの生産系への応用可能性についての検証実験を実施した。これまでにも本技術が

発現量向上機能を持ち、抗体の生産に用いることのできる可能性は十分に考えられていたが、これら

を実際に企業が使用する生産系を用いて実証することにより、企業との共同研究などの促進に繋が

り、イノベーション創出につなげることができると考えられた。本研究を行ったところ、特に抗体の生産

系において、目標を大きく上回る生産量の向上の実証に成功し、実際に多数の企業に興味を持ってい

ただくことができた。 

 

3-2. 今後の展開  

本プロジェクトで人工転写因子技術が示した驚異的な抗体生産能力向上は、まさにイノベーションの

萌芽である。今後は、多数の企業から寄せられる高い関心を追い風に、共同研究を加速させ、画期的

な抗体医薬品の迅速な市場投入と安定供給を実現したい。さらに、この成功モデルを AAV 生産系へ



 

も展開し、遺伝子治療薬開発のブレークスルーを目指す。本技術を汎用的な高効率タンパク質発現プ

ラットフォームへと昇華させ、次世代バイオテクノロジーを牽引し、新たな産業価値を創出し続ける未来

を描きたい。 

 


